
地

球

仙聖

l
十
客

多
-
は
厳
鮪
で
あ
っ
て
､
粗
恵
見
る
に
堰

へ
な

い
も
の

が
臆
面
79
を
-
出
版
n
れ
ね
の
で
あ
る
｡
魔
が
筆
者
の

新
兼
に
明
治
九
年
の
平
出
柴
の
作
っ
た
｢
大
日
本
閥
問
｣

が
あ
る
.
こ
れ
は
方
格
間
で
勿
論
赤
水
周
の
亜
閲
で
は

あ
る
が
､
京
都
の
銅
版
工
福
富
正
為
'
正
利
の
二
人
が

か
～
つ
て
朝
鮮
の
略
固
攻
で
加

へ
カ
も
の
で
あ
る
｡
が

節
四
批

三〇二

六

二

乙
の
園
に
は
緯
度
は
従
前
通
与
で
あ
る
の
は
'
経
度
は

東
京
〇
度
で
起
算
し
､
兼
四
度
か
ら
四
十
四
度
に
至
る

経
線

を
引

い
て
ゐ
る
と

い
ふ
新
意
が
あ
る
の
で
あ
る
.

同
時
に
山
脈
は
す
べ
て
ケ
バ
審
さ
け
か
は
っ
て
カ
ツ
4'T

増
に
在
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

(
未
完
)

世

界

戦

後

の

哩

名

考
二

六

)瀧

J

洩

1

ア
ヅ
ウ
ー
ル
(
A

d
o
u
r
)
｡

俳
蘭
筒
の
河
｡
古
代
ア
ツ

ル
ス

(A
tu
ru
s)
と
解
し

た
河
｡
ビ
レ
ニ
ー
ス
山
脈
に
敬

し
ホ

-
ト
ビ
レ
ネ

(H
a
u
te
s･
P
y

r
6
n
かes)
t

.I,)
ア
ー

ル

(G
ers)､
ロ
ン

ド

(L
a
nd
es
)

の
地
方
Qk
t流
れ
て
ビ
ス

ケ
轡
(B
ay
of
B
isca
y
)
に

狂
ぐ
｡
長

n
二
首
哩
､
そ

の
う
ち
八
十
哩
ば
か
少
は
航
行
も
得
'
譜
慶
に
運
河
を

設
-
0
ア
ド
ウ
ア
(A
dow
a.
A
duw
a
又
は
A

d
o
a
)
｡

ア
ビ

シ

ニ
ア

(A
b
y
ssin
ia
)
図
の
都
骨
｡

チ
グ

レ

(T
ig
r6)

州
の
首
府
｡
帝
政
六
二
七
〇
沢
の
高
地
に
あ
っ
て
'
チ

グ
レ
の
内
地
と
源
岸
と
の
貿
易
中
心
地
で
あ
わ
人
口
五

千
｡1
八
九
六
年
三
月

1
日
伊
大
利
軍
は
1J
の
地
に
於
で

俳
蘭
閏
製
ラ
イ
フ
ル
銃
を
以
て
武
装
せ
る
ア
ビ
シ
ニ
ア

人
の
薦
め
に
敗
ぶ
れ

た
｡
夜
間
進
軍
中
伊
太
利
勝
箕
の

計
薪
が
飢
離
し
伊
太
利
軍
は
敵
の
攻
撃
を
受
け
取
死
者



六
千
人
を
出
し
四
千
人
が
輔
虜
と
在
っ
た
｡

ア
ビ
シ
ニ

ア
人
も
亦
損
客
を
蒙
る
rJ
と
甚
し
-
を
の
結

果
伊
大
利

軍
の
侵
入
が
停
止
さ
れ
平
和
候
約
が
純
綿
さ
れ
た
｡

ア
ド
ラ
ミ
手
(
A

dr
amy
t
i)
｡

士
其
古
語
ほ
て
は
ァ

ド

レ
ミ
ド
(A
d
rem
id
)
と
桁

す

る
庭
｡
小
並
紬
並
の
海

港
9㌢

ド
ラ
ミ
チ
滑
の
海
角
に
位
置
し
p

ミ
チ
-
1
ニ

(

M
it
ytene
)
島
と
和
動
L
t
ス
7
-
ナ
の
北
八
十
哩

に

あ
る
｡
育
代
の
ア
ド
ラ
ミ
ツ
ム
(A
d
ra
m
y
t
tum
)
と
柄

せ
ら
れ
た
塵
が
附
近
に
あ
る
｡

ア
ド
ラ
ル
(
A

dr

ar)
｡

サ

ハ
ラ
(S
a
h
a
r
a
)
の
三
大
地

方
､
北

ア
ド
ラ
γ

､
西
ア
ド

ラ
ル
'
兼

ア
ド

ラ
γ
の
線

種

｡ア
ド
リ
ア
ノ
ー
ブ
ル
(
A

dr
ian
ople).
希
胞
語
ほ
て

は

ハ
ド
リ
ア
ン
(H
a
dri
a
n)

の
都
骨
と
云
ふ
意
味
で

JT

ド
リ

ア

ノ
ポ
リ
ス
(H
a
d
rian
op

otis)と
和
す
｡

士
其

古
の
都
骨
｡
土
其
古
人
は
エ
ヂ
ル
ネ

(
E
dirn
eh
)
と
呼

ん
で
ゐ
る
｡

マ
リ
ブ
ツ
ア

(M

ari
tza)
河
と
ヅ
ン
'1
(

T

unJ.a
)
河
と
の
合
流
瓢
托
催
し

､
コ

ソ
ス
タ
ン
チ
ノ
ー

粧
非
根
後
の
地
名
考

プ

ル
(Constan
tin
opte)
よ
-
地
道
に
ょ
っ
て
酉
北
酉

一

三
七
哩
に
あ
る
｡

シ
ー
-

ム
(S
etim
)
二
世
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
十
六
世
紀
の
同
数
寺
院
､
廟
塊
と
在
っ

て
ゐ
る
宮
腰
'
ビ
ザ
ソ
チ
ク

ム
式
の
橋
染
が
あ

-
加
ふ

る
に
宏
大
な
る
市
場
､
病
院
､
草
枕
'
兵
潜
が
あ

る
｡
希

臓
大
冊
正
の
居
住
地
で
あ
る
｡
人
口
三
寓
四
千
七
官
｡

乙
の
都
骨
は
初
め
タ
ス
ク
ダ
マ
(U
sk
u
d
a
m
a
)
と
呼

ば
れ
た
が
皇
帝

',

ド
リ
ア
ン
が
紀
元

〓

云

年
頃
に
改

築
し
カ
の
で
'
皇
帝
の
名
を
袈
う
で

'T
ド
-
ア
ノ
ポ
J

ス
と
改
栴
さ
れ
た
｡

二
二
六

一
-

.L
四
五
三
年
に
至
る

間
は
オ
ッ
ト
マ
ン
酔
問

(O
ttom
an
E
m
p
ir
e
)
の
首
府

で
あ
っ
た
｡
露
土
我
事
後

1
八
二
九
年
九
月
十
四
日
乙

の
地
に
於
で
協
約
は
調
印
さ
れ
た
｡

寧

空

一七
八
年
八
月
九
日
に
行
ほ
れ
た
所
謂
ア
ド

リ

ア
ノ
ー
ブ
ル
の
我
閲
は
皆
時
裸
馬
帝
閣
内
に
移
任
し
居

少
し
ゴ
ー
ト
人
と
雁
馬
人
と
の
問
に
我
は
れ
た
が
'
雁

馬
人
の
敗
北
と
在
っ
た
｡
.rnr

ト
人
の
耽
勝
は
騎
兵
隊

の
偉
効
に
ょ
つ
た
｡

一
九

二

1年
の
十

一
月
に
飴
せ
つ
カ
最
初
の
パ
ル
カ

云

三

六
三



地

球

餌
二
十
怨

ン
戦
替
ほ
て
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
及
び
セ
ル
ビ
ア
人
が
ア

ド
-
ア
ノ
ー
ブ
ル
を
攻
撃
し
た
が
失
敗
に
終

-
'

一
九

1
三
年
三
月
再
び
攻
撃
し
て
､
E
Z寓
の
軍
人
と
大
官
の

砲
を
備

へ
た
要
塞
を
昭
弥
せ
し
め
た
｡
rJ
の
勝
利
は

一

九

二
二
年
五
月
三
十
日
伶
敢
確
約
に
よ
っ
て
確
認
n
れ

ね
が
､
第
二
次
バ
ル
カ
ン
故
事
は
於
て
は
ア
ド
リ
ア
ノ

ー
ブ
ル
は
再
び
士
其
古
人
に
よ
っ
て
占
接

さ
れ
､

一
九

二
二
年

九
月

コ
ソ
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
健
約
に
よ
っ
て

公
式
に
士
其
古
人
に
遼
附
さ
れ
た
｡

ア
ド
リ
ア
チ
ッ
ク
海
(A

driatic
S
ea)｡
地
中
海
の

1
支
海
｡
育
代
ほ
て
は
ヤ

ー
レ
･
ア
ド
リ
ア
チ
ク

ム

(

M
are
A
d
ri
aticum
)
と
挿
し
た
｡
ア
ド
リ
ア
チ
ッ
ク
源

は
伊
太
利
と

ユ
ー
ゴ
ス
テ
デ
ィ
ア

(Y
u
g
?
S
tavi
a)
と

の
間
に
於
で
西
北
に
延
び
を
の
長
さ
四
七

〇
哩
'
中
隔

二

〇
讐

両
横
は
島
唄
を
含
め
て
室

Tt
C)0
0
平
方

哩
で
あ
る
0
西
海
岸
は
比
較
的
低
-
数
個
の
入
江
が
あ

る
｡
東
海
岸
は
峻
険
に
し
て
岩
石
よ
少
成
-
士
地
不
電

ほ
し
で
山
岳
多
-
島
哩
に
よ
っ
て
練
と
ら

れ
て
居
る
｡

ダ
γ
V･
チ
ア

(D
al
m
atia
)
及
.S
ア
ル
バ
ニ

ア
(A
lb
a･

解
剖
批

三
〇
四

大
別

n
ia
)

の
源
岸
は
風
景
佳
絶
托
し
て
カ
タ
ロ

(C
a
tta
ro
)

附
近

ほ
て
は
源
よ
-
直
は
高
山
が
陀
立
し
て
ゐ
る
｡
西

海
岸
及
び
島
唄
ほ
て
は
住
民
は
漁
業
は
よ
っ
て
生
活
し

て
ゐ
る
｡

西
海
岸
は
あ
る
主
要
姑
は
ヴ
ェ
ニ
ス

(V
en
t

ic
e
)
'
ア
ン
コ
ー
ナ

(A

n
c
ona
)

､

バ
リ
(B
a
ri)
､
ブ

リ

ン
デ

,b
(B
r
in
disi)
で
あ
わ
'

東
海
岸
の
主
要
港
は
ツ

タ
エ
ス
テ
(T
rie
ste)､
ポ
ー
ラ
(P
o
ta)'
ブ
イ
ク
メ

(

(F
ium
e)､
ザ
-
ラ
(
Z
a
r
a
)

'
ラ
グ
サ
(R
a
g

u
sa
)
'
カ

タ
ロ
(Ca
ttaro
)
'
ヅ

ラ

ッ

プ
･オ
(
Zu
ra
z
z
o
)
､

ア

ブ

p

-
チ
(

A
v
to
na
)

で
あ
る
｡

世
界
大
戦
常
時

ア
ド
-
ア
チ
ッ
ク

海
の
制
海
楯
を
移

入
が
為
に
戦
闘
が
行
は
れ
ね
｡
襖
地
利
人
は
伊
大
利
沿

岸
は
侵
入
し
た
が
'

一
九

一
六
年
に
は
伊
大
利
は
ア
ル

バ
ニ
ア
に
軍
隊
を
上
陸
せ
し
め
た
｡
猫
乙
閥
は
潜
航
艇

を
造
っ
て
伊
太
利
艦
隊
に
多
大
の
損
客
を
典

へ
ね
｡
共

闘
は
掃
海
艇
を
迭
-
敷
設
水
雷
等
の
危
険
を
除
か
凡
と

し
た
｡
こ
れ
は
伊
太
利
を
し
て
戦
争
に
以
き
入
れ
'
伊

太
利
罫
は
漸
次
優
勢
と
を
-
喚
地
利
の
海
軍
根
接
地
で

｡あ
る
ポ
ー
ラ
に
布
三
入
る
を
得
た
〇

一
九

一
八
年
に
は



葦

,1tt一tI一丁一t一

オ
ー
ラ
ソ
ー
(O
t

ranto)振
峡
h
f閉
塞
す
る
乙
と
は
ょ

っ
て
敵
艦
隊
を
し

て
ア
ド
-
ア
チ
ッ
ク
源
に
入
る
能

は

ざ
ら
し
め
る
乙
と
の
可
能

で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
｡

一

九

一
九
年
に
は
東
海
樺
即
ち
喚
地
利
の
海
岸
を
そ
の
梅

唄
と
共
に
伊
大
利
が
所
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
困
難
在

る
問
題
が
起
-,二

九
二
〇
年
に
ラ
''1
P
(R
ap
a
lto
)
の

協
定
に
よ
っ
て
伊
大
利
及
び
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ブ
ィ
ア

は
妥

協
し
南
開
は
夫
々
領
土
を
得
た
｡

ア
ダ
ア
(
A

d
ur
)
.
英
蘭
士
サ
セ
ッ
ク
ス

(Sussex
)
の

河
｡
長
里
1

0
哩
帆
船
の
好
に
ょ
っ
て
航
行

可
能
で
あ

る
0
シ
ョ
ア
ラ
ム
(S
h
oreh
am
)ほ
て
英
海
峡
(E
n
g
tish

c
h
an
n
et)
に
入
る
｡
築
港
に
よ
っ
て
ヨ
ッ
ト
舶
製
造
が

行
は
れ
'
世
界
大
戦
潜
時

ヨ
ッ
ト
の
造
船
業
が
非
常
を

る
刺
戟
を
う
け
て
活
気
を
毒
し
た
｡

イ
ー
ジ
ア
ン
･シ
ー
(jE
ge
an
Sea)｡
希
膿
多
鳥
海

G
re
ek
A
rch
ip
etag
o)
｡
地

中
海

の
一部
分
に
し
て
､

希
腰
と
小
亜
柵
並
と
の
間
に
あ
る
｡
を
の
長
r
u北
よ
-

南
に
凹
○
○
哩
ば
か
ゎ
､
桁
敢
廉
さ
塵
に
於
で
-1
七
〇

哩
で
あ
る
｡
航
行
困
難
で
あ
る
が
魚
瓶
及
び
海
綿
を
多

世
非
枇
後
の
地
名
考

.
ノ
.,..

.

.

..1

.LT

..

.､
P
■m

･

畳
に
威
す
0

数
多

FJ島
喚
中
､王
要
な
る
も
の
け
は
イ

カ

ペ
ア

(E
ub
oea
)

最
大
に
し
て
そ
の
他

ミ
チ
-
1
ニ

(

(M
ity
t
ene)ー
セ
-
ソ
ス

(T
h
a
sos)
'
サ
モ
ス
.レ
-

.tt

(S

am
o

th
r
ace)､
イ
ム
ブ

p
ス
(Im
b
ro
s)､
レ
ム
ノ
ス

(
L

em
nos
)､
カ
イ
オ
ス
(C
h
io
s)
､
コ
ス

(C
o
s)
'
セ
-

モ
ス

(S
aom
o
s)
の
諸
島
､
及
び
ス
ボ
ラ
デ
ー
ズ
群
島

(

(s
p
o
rad
es)
､

シ
ク
ラ
デ
ー
ズ
(C
y
cta
d
es)
群
島
が
あ

る
0イ
ー
'･シ
ア
ン
文
明

(jE
g
ea
n
C
iv
iliza
tio
n
)
若
-
は

多
鳥
海
文
明
在
る
名
稲
は
希
胞
文
明

(H
e】ten
ic
C
ivil

z
atio
n
)
以
前
の
文
明
で
あ
る
が
故
に
プ
レ
･
ヘ
レ
ニ
ッ

ク

(P
re･H
ett
enic)文
明
と
も
解
せ
ら
れ
､
叉
は
マ
イ
ノ

ア

ン(
.賢n
o
an)文
明
､
マ
イ
シ
ニ
ア
ン
(M
y
cenZXBan)

文
明
と
も
釈
せ
ら
れ
る
｡

rJ
の
文
明
を
代
表
す
る
主
要

恥
骨
は
小
ア
ジ
ア
に
於
け
る
ト
ロ
イ
(T
roy)
､
希
臓
に

於
け
る
マ
イ
シ
ー

ニ

(M
ycena
e

)

及
び
タ
イ
タ
ン
ズ

(

Ti
ry
n
s)
'
ク
リ
ー
ト

(C
rete)

に
於
け
る
ノ
ー
ナ
ス

(

c
n
ossu
s)
及
び
フ
ェ
ス
タ
ス

(P
h
aestu
s)

で
あ
っ

た
0
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
(S
ch
tiem
ann
)
の
磯
堀
は

1
八
七

三
宝

六
五



地

球

弟
二
十
怨

〇
年
ヒ
ッ

サ
リ
ク

(H
issa
Ttik
)

即
ち
古
代
の
-
ロ
イ
に

於
で
開
始
n
れ
'
タ
イ
-
ン
ズ

及
び
マ
イ
シ
ニ
ほ
於
て

も
頂

い
て
行
は
れ
其
結

果
紀
l空
剛
1
五
〇
〇
年
以
前
Iu"

上
述
の
文
明
の
存
在
し
て
ゐ
ね
こ
と
教
程
明
し
た
｡

シ

ュ
リ
ー
マ
ン
は
ク

リ
ー
ト
砧
に
於
で
史
に
重
要
な
る
磯

掘
物
を
得
る
で
あ
ら
う
信
じ
て
ゐ
た
O

l
八
九
四
年
以

凍
ク
リ
ー
ト
島
は
於
で
イ
ブ
ァ
ソ
ズ
(
A

.

3
.
E

vans)

そ
の
他
の
人
々
に
よ
っ
て
畿
掘
n
れ
ね
結
果
は

シュ
リ

ー

マ
ン
の
所
信
を
確
静
す
る
乙
と
ほ
を
つ
ね
｡
斯
-
し

て
､
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
に
ク

リ
ー
ト
島
は
石
器
時

.

代
よ
与
青
銅
器
時
代
は
移
少
､
希
腰
及
び

マ
イ
シ
ー

こ

の
文
明
よ
少
も
以
前
の
文
明
と
有
し
紀
元
前
二
〇
〇
〇

年
頃
に
文
明
の
最
頂
鮎
に
達
し
た
｡

マ
イ
ノ
ア
ン
(M
in

oan)
文
明
を
る
名
桐

は

ユ
ダ
ァ

ン
ズ
(E

vans)
の
使

用
せ
し
用
語
で
あ
わ
'
イ
ー
'･,)
ア

ン
文
明

又
は地
中
海

(M

ed
i
te
rranea
n)文
明
と
云
ふ

名
析

よ
-
は
包
括
的
で
老

い
と
は
雛

も
､
乙
の
文
明
の

中
心
と
し
て
ク
-
I
-
島
が

ヤ
イ
ノ
ア
ン
胡

(M
in
oa
n

d
y
n
a
sty
)
の
偉
大
な
る
統
治
者
の
下
に
あ
っ
た

乙

しこ

姉
別
緋

三
崇

六

六

を
示
す
.

マ
イ
ノ
ア
ン
朝
の
年
代
は
攻
及
の
年
代
記
に

比
較
す
る
乙
と
は
ょ
つ
て
略
定
め
ら
れ
る
.
ま
ね
陶
器

の
土
中
物
に
よ
っ
て
も
piJの
文
明
の
磯
蓮
の
譜
階
梯
が

示
rJれ
る
｡
rJ
れ
を
初
期
中
期
後
期
の
三
階
梯
に
別
ち

更
に
三
小
期
は
分
つ
｡
文
明
の
全
期
を
蔽
ふ
年
代
は
紀

元
前
三
〇
〇
〇
年
よ
ら
紀
l空
肌
二

〇
〇
年
は
至
る
の

で
あ
る
｡
ノ
ー
サ
ス

(C
n
ossu
s)

及
び
フ
ェ
ス
タ
ス

(P
h
ae
stus
)
に
あ
っ
た
最
初
の
宮
殿
は
紀
元
前
二
〇
〇

〇

年

頃
に
建
築
n
れ
､
紀
元
前

一
七
五
〇
年
頃
に
破
壊

さ
れ
た
｡
ク
リ
ー
ト
島
の
黄
金
時
代
は
紀
元
前

一
五

〇

〇
年
よ
-
撃

空

別
一
四
〇
〇
年
に
至
る

一
世
紀
間
で
あ

っ
て
､
そ
の
末
頃
に
は
侵
入
者
が
凍
-
､
ノ
ー
サ
ス
の

宮
殿
は
焼
か
れ
た
｡
紀
元
前
十
四
世
記
に
は
既
は

マ
イ

ノ
ア
ン
文
明
の
衰
微
を
謎
め
軍

票
馴
十

一
世
紀
に
は
そ

の
樽
筏
を
見
た
の
で
あ
る
.

ユ
ダ
ァ
ン
ズ
が

つ
き
と
め
た
宮
殿
の
遺
物
は
育
代
の

ラ

ビ

リ
ン
ス
(

La
b
y
rin
th
)
を
基
礎
に
し
複
離
在
る
配

置
法

に
よ
っ
て

確

管
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
､
宮
殿
の
造

物
は
有
線
の
建
築
的
才
能
JkI示
し
て
居
み
､
fJJ
の
う
ち



I
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k
tせ
敢
触
興
味
あ
る
79
の
は
党
旗
室

(T
hroneR
oom
)

二
審

斧
の
飯
問
(T
h
e
H
att
of
th
e

D
oubte
A

x
e
)
､

盈
后
官
(Q
u
een
､s
Ha
ll)
で
あ
る
｡
二
重
の
斧
は

或
は

邦
物
敬
の
剛
健
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
覆

い
｡
各
室
の
壁

に
は
壁
番
が
あ
わ
宗
教
的
を
行
列
や
闘
牛
や
拳
闘
そ
の

他
の
図
民
的
生
活
を
表
は
し
て
ゐ
る
｡

衛
生
設
備
の
卓
越
を

不
し
て
居
る
rJ
と
と
'
婦
人
の

服
装
が
近
代
の
型

父
界
の
婦
人
の
服
装
は
似
て
ゐ
る
乙

と
と
に
驚
-
0

乙
の
文
明
を
有
L
tiJ
ゐ
ね
氏
族
は
所
謂
地
中
海
民
族

と
柄
せ
ら
れ
た
も
の
怒
ら
ん
と
瓜
為
さ
れ
､
人
種
の
特

長
は
頭
部
長
-
､顔
色
巣
-
'身
長
短
か
-
あ
っ
た
rJ
と

で
あ
る
0
記
載
に
は
敢
初
は
給
笛
に
よ
る
方
法
を
用
払

硬
に
は
線
に
ょ
る
方
法
を
用
以
た
ら
し

い
｡
多
-
の
標

本
が
礎
掘
さ
れ
た
が
米
だ
解
粋
が
つ
か
を

い
｡
彼
等
は

海
上
生
活
を
王
と
し
て
督
み
顔
汎
在
院
域
に
亘
っ
て
通

商
を
を
し
殊
に
玖
及
と
貿
易
を
な
し
て
居
た
ら
し

い
C

ク
リ
ー
ト
鳥
人
は
大
工
及
び
金
属
工
と
し
て
優
れ
て
わ

た
が
=:競
業
は
多
-
菅
ま
れ
で
ゐ
夜
か
つ
た
ら
し
い
｡
金

世
非
械
後
の
地
名
考

属
の
油
化阜l
む
も
つ
て
ゐ
カ
O
iH
カ
メ
tiJ
FL
エ
ア
に
起
原

を
有
す
る
丑
畳
を
計
る
方
激
を
採
用
し
て
ゐ
ね
｡
〆
-

1
ト
鳥
人
が
信
奉
し
て
ゐ
ね
主
要
在
る
神
様
は
自
然

の

女
榊
で
あ
わ
､
rJ
れ
に
従
属
す
る
若

い
男
性
の
榊
が
あ

っ
た
O
女
榊
は
後
に
希
膳
の
種
々
を
る
女
神
と
同

1
減

さ
れ
'
男
榊
は
ヂ
ク
ス
(Z
eu
s)と
同

一
親
せ
ら
れ
た
｡

イ
ー
ジ
ヤ
イ
ナ

(jE
gi
na
)｡

希
臓
の
島
､
古
代
の

和
食

｡
希
臓
多
鳥
海
の
出
口
に
し
て
'
サ
ロ
ニ
ッ
ク

(

S
aro
nic)
轡
又
は
イ
ー
ジ
ヤ
イ
ナ
幣
と
稀
す
る
滞
内
に

あ
る
｡
而
積
四
〇
平
方
哩
｡
島
の
西
海
岸
は
硬
柄
の
地

で
あ
る
が
'
主
と
し
て
････;
図
在
れ
ど
も
地
味
肥
沃
で
あ

る
｡
穀
粗
･葡
萄
酒
及
び
英
資
を
産
し
陶
器
を
製
造
品
と

し
海
綿
疎
娘
業
は
食
前
な
る
生
業
で
あ
る
｡
イ
ー
ジ
ヤ

･T
ナ
3.2
は
紀
元
前
四
五
六
年
頃
に
長
期
の
包
囲
の
後
に

ア
ゼ
ツ
ス
人
に
よ
っ
て
奪
取
n
れ
た
｡
輔
の
起
原
は
せ

く
ド
-
ア
ン
以
前
の
時
代
(P
re
･D
oria
n
A
g
e
)
に
遡
る

1
八

二

年
ア
フ
ェ
ア

(A
ph
a
e
a
)
の
殿
堂
の
鷹
補
に

於
で
罪
悪
な
る
彫
刻
が
散
見
さ
れ
狗
乙
の
.ミ
ュ
ー
ニ

ッ
ヒ

(M
iin
ich
)
に
鎚
ば
れ
て
ゐ
る
｡
人
口
八
千
五
官
｡

三
〇七

六
七



地

球

節
二
十
番

イ
-
ゴ
見
蕗
タ
マ
イ

(jE
g
o
sp
otam
i)｡
ス
レ
ー
ス

牛
島

(T
h
ra
c
ia
n

C
h
ersone
se
)
の
河
｡
紀
元
前
四

〇
五
年
に
此
塵
で

ア
ゼ

ン人
と

スパ
ル
タ
人
と
の
爾
艦

隊
の
海
戦
が
あ
っ
た
0
ス
パ
ル

タ
人
は
ラ
イ
サ
ン
ダ

(

L
y

s
and
er
)
に
よ
っ
て
統
帥
さ

れ
ぺ
レ
シ
ャ
艦
隊
の
援

助

を
う

け
ね
｡
ア
ゼ
ン
ス
の
艦
隊
が
敗
れ
そ
の
結
果
ア

ぜ
ン
ス
人
の
海
軍
優
越
樵
を
破
壊
せ

し
め
希
臓
の
覇
権

を
ア
ゼ
ン
ス
よ
-
奪
ふ
乙
と
は
な

つ
TIf
｡
イ
ー
ゴ
ス
ポ

タ

マ
イ
は
山
羊
の
河
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
.

エ
-
リ
ア
ル

･
ダ

-
ど

(jE
rial

D
e
Tb
y
)
O
倫
敦
で

行
は
れ
る
飛
行
競
走

場
を
指
す
も
.
薯
際
は
倫
敦
用
陶

を
飛
翻
し
て
競
寧
す
る
飛
行
競
走
そ
の
も
の
数
名
づ
-

乙
の
競
走
は
デ
イ

リ
･
メ
イ

〟
(The
Da
ity
岩
a
ii)
紙

に
ょ
つ
て
創
始
r
uれ
同
紙
は
金
杯
を
提
供
す
る
C3
.i
九

1
二
年
の
最
初
の
競
走
は
英
人
ソ
ッ
ビ
ス
(T
.
0
.
声

S
opwi
th
)
が
七
〇
馬
力
の
プ

レ
リ
オ

(B
i6
riot)
嬰
非

磯
を
用

以
で

一
時
間
六
〇
雌
の
ス
ピ
ー
ド
ほ
て
八

一
哩

む
飛
ん
で

t.
等
質
h
t程

た
O
J
九
二
三
年
に
は

カ
ー
タ

(L
.
L
_C
arte
ユ

が

一
時
囲

.i
九
L
J
･
四
哩
を
飛

ん
で

節
凹
舵

T,m
t

六
八

賞
杯
を
得
た
｡

ア
フ
リ
ッ
ク
(
A

ffric
)
｡
確
格
蘭
の
イ
ン
ブ
ァ
ネ

ス
シ

ア
(In
v
e
m
ess･shire
)
の
郡
谷

｡
河
及
び
湖
水
の
名

Q

新
谷
は
英

玉
樹中
敷
79
美
し
き
風
景
で
あ
る
と
考

へ
ら

机
で
屠
る
｡
河
は
そ
の
薪
谷
を
流
れ
長
n
十
八
哩
あ
-

湖
水
を
経
て
グ
ラ
ス
(G
la
ss)
河
は
各
流
し
で
ゐ
る
｡

･

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン

(A
fg
官

n
is
t
a
n
)
｡

ア
フ
ガ

ニ
ス

タ

ン
は
印
度
の
酉
牝
は
概
ね
は
る
図
で

あ
っ
て
露
酉
並

と
印
度
確
聞
と
の
綬
衝
地
帯
を
夜
L
tJ
ゐ
る
｡
そ
の
見

績
み
面
積
は
二
四
五
､
0
0
0
平
方
哩
｡
主
と
し
て
山

閲
で

あ

･c
t魔
々
ほ
操

き
峡
谷
が
あ
ら
ま
ね
肥
沃
在
る
低

地
が
あ
る
O
ヒ

ン
ゾ
･
ク
ツ
シ
三

H
in
d
u
K

ush)と
術

す
る
高
さ
山
脈
が
某
北
は
貫
き
そ
の
澱
高
峰
は

二四
〇

〇
〇
帆
に
達
し
で
ゐ
岳
｡
衆
傾
聴
し
て
健
康
に
適
し
茶

気

は
乾
燥
し
て
ゐ
る
｡

然
し
気
温
は
塵
は
よ
っ
で
極
端
な
る
差
異
が
あ
る
｡

布
二
回
の
収
穫
が
あ
-
穀
類
野
菜
某
資
を
産
し
殊
は
葡

ジ
r;.身
ン

荷
を
座
す
0
鋼
鉄
金

の
鹿
田
が
あ
-
用
布
城

山
既

が
製
造

ru
れ
る
0



印
度
と
の
交
通
に
は
四
つ
の
鹿
路
が
あ
-
そ
の
う
ち

最
蚤
要
在
る
二
つ
の
経
路
は
ぺ
シ
ャ
ワ
ル
(P
esh
aw
a
r)

か
ら

カ
イ
バ
峠
(K
h
y
b
e
r
P
ass)を
迫

っ
て
ゼ
ラ
ラバ

ド
(J
al
ata
b
a
d
)
及
び
カ

ブ
ー

ル
(K
a

b
u
t)
に
至
る
7P
の

が

1
つ

｡
他
の

一
は
ク

モ

タ

(Q
uetta
)
か
ら
ボ
ー
ラ

ン
峠
(B
ot
a
n

P

a

ss)
を
通

っ
て
ガ

ンダ
パ
ル

(K

an
d
a

h
ay)
に
至
る

も
の

で
あ
る
｡

新
著
紹

骨
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0
支
那
及
満
洲
地
誌
故
地
園
田
線
鋸

近

非
内
外
各
-詞
賓
館
所

誠
に
か

⊥
る
支
那

及
浦
洲
に
脚
す
る
地
誌
及

地
脚
の
日
蝕
が
公
に
さ
れ
た
こ
と
は
支
那
及
報

酬
の
地
排
郁
死
者
に
と

り
て
大
な
る
串
で
あ
る
0
紹
介
者
の
龍
払
祝
日
せ
る
も
の
を
列
記
し
て

見
る
｡
国
立
北
牢
固
啓
舘
方
志
日
銀

耶
新
筋

節
共
譲
編

民
牌
二
十
二

年
五
月

四
冊
(
二
元
正
朔
)

本
日
錐
は
支
那
地
誌
日
蝕
と
し
て
坐
前

の
も
の
と
云
ふ
ぺ
-
'
塀
錬
五
千
二
甘
倣
部
'
松
川
を
除
き
三
千
八
打

四
十
四
種
に
及
ぶ
O
炎
の
析
械
本
の
主
鱒
は
紡
米
内
牌
大
仰
に
あ
り
し

千
教
育
部
で
虹
に
其
の
日
蝕
は
江
陰
樽
嗣
壌
部
同
番
館
方
志
日
と
し
て

刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
さ
う
で
あ
る
0
耐
水
閥
子
鹿
よ
-
移
耕
す
る
も
の
'敦

新

著

細

介

簡
灘
岬
の
御
苑
に
か
･･fる
も
の
､
約
人
又
は
称
脚
に
よ
る
も
の
､
之
に
加

ふ
る
に
茶
棚
同
番
館
.1
北
海
同
輩
館
粥
戒
の
も
の
を
以
て
し
､
達
に
五

千
二
官
僚
部

の
塊
状
を
見
た
の
で
あ
る
｡
日
銀
戟
す
る
所
は
省
肺
胞
州

懸
志
を
虫
と
し
娘
ね
て
迦
銀
志
術
志
朗
志
鯛
志
場
悲
願
外
患
称
に
及
び

附
錐
と
し
て
砕
米
の
郷
土
志
及
抑
釣
志
を
掲
げ
て
あ
る
D
各
省
に
別
っ

て
列
我
し
て
あ
る
が
耐
蝕
に
は
基
僧
を
附
赦
し
英
樹
府
溶

以
下
七
部
を

挙
げ
て
あ
る
O
遼
寧
に
五
十
五
郎
'
書
林
に
六
部
､
凝
離
江
に
二
十

]

部
､
熟
河
に
三
部
を
掲
げ
て
あ
る
｡
勅
諭
河
北
河
南
山
東
等
の
も
の
は

甘
放
十
部
以
上
に
達
し
殊
に
川
東
の
如
き
は
紙
数
三
十
七
枚
を
裁
し
て

あ
る
｡
支
那
地
溝
の
侍
孤
は
本
日
蝕
に
よ
っ
て
韻
文
の
銘
柄
を
挙
げ
て

ゐ
る
と
云
へ
る
｡

金
陳
大
聾
園
審
館
方
志
自

民
図
二
十
二
年

一
月

]
冊
(
ご
R
)

こ
れ
は
洋
紙
横
紙
の
貰
故

二

八
の
小
本
で
あ
る
｡
緬
文
の
金
戯
大
挙

で
は
民
図
十
二
年
以
雑
牧
赦
し
た
も
の
で
常
時
は
各
相
銀

I
F
二
角
を

漕
通
と
し
た
が
民
図
十
六
七
年
以
衆
は
求
者
多
き
痛
め

篠
冊

て

こ
元

か
ら
十
元
に
な
っ
て
収
集
が
困
難
と
な
っ
た
､
そ
れ
で
も
速
に
本
日
銀

に
就
す

る
こ
千
首
四
粒
三

謁
二
千
五
十
六
柵
と
な
っ
た
0
本
日
蝕
で
は

托
裸
に

於
て
こ
甘
五
部
二
千
二
宵
四
十

一
冊
を
撃
げ
て
あ
り
､
速
歩
で

は
泡
志

t
都
府
怒
三
部
嚇
志
十
五
部
基
地
二
部
計
二
十

一
部
九
十
冊
､

杏
林
で
は
泡
志

1
都

府
志

一
部

喋
忠
犬
部

非
地

)
部
計
九
部
八
十
五

冊
'
鼎
髄
江
で
逝
志

.t
部
榔
志

一
部
噺
志
十
三
部
共
仙

1
邸
計
十
六
部

二
十
二
肝
､
熱
河
で
厭
滋

一
部
二
十
拭
冊
を
挙
げ
て
摺
る
0
本
日
蝕
に

は
流
出
は

一
切
掲
げ
て
居
な
い
0

1
枚
東
邦
に
は
地
蕗
が
二
瓶
粒
位
は

T110
九

六

九


